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拝
啓

檀
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
御
清
祥
の
事
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
日
頃
、
眞
観
寺
に
お
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
早
い
も
の
で
年
の
瀬
と
な
り
、
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す
。

瑞
光
満
ち
る
平
成
二
十
八
年
元
旦
、
恒
例
の
元
朝
護
摩
を
観
音
堂
で
厳
修
い
た

し
ま
す
。

（

）

、

「

」

護
摩
祈
願

護
摩
札

を
御
希
望
の
方
は

左
記
の

小
見
眞
観
寺
元
朝
護
摩

を
ご
一
読
の
上
、
同
封
の
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
願
意
を
書
い
て
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
は
フ
ァ
ッ
ク
ス(

〇
四
八-

五
五
六-

二
二
〇
〇)

で
も
受
付
け
ま
す
。

複
数
体
の
申
し
込
み
の
方
は
、
眞
観
寺
に
申
込
書
が
あ
り
ま
す
。
折
り
返
し
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
電
話
〇
四
八
ー
五
五
六
ー
二
六
七
八
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

遠
方
の
方
に
は
護
摩
札
を
郵
送
致
し
ま
す
。
送
料
は
無
料
で
す
。
ご
遠
慮
な
く

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

合
掌

平
成
二
十
七
年
十
二
月

眞
観
寺
住
職

中
村

重
継

檀

信

徒

各

位

小
見
眞
観
寺
元
朝
護
摩

平
成
二
十
八
年

元
旦

第
一
座

午
前
十
時

・
日
時

第
二
座

午
前
十
一
時
半

（

）

十
二
時
半
に
観
音
堂
を
閉
じ
ま
す

眞
観
寺
観
音
堂

正
観
音
菩
薩
御
宝
前

・
場
所護

摩
（
ご
ま
）
と
は

「

」

。

、

護
摩
は
正
し
く
は

護
摩
修
行

と
言
い
ま
す

真
言
密
教
の
修
行
の
一
つ
で

護
摩
火
中
に
仏
を
招
来
し
、
御
仏
の
真
体
を
観
じ
ま
す
。

、

、

、

、

護
摩
に
よ
っ
て
煩
悩
を
焼
き
浄
め

大
厄
を
消
除
し

家
内
安
全

身
体
健
全



二
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商
売
繁
盛
等
、
開
運
を
祈
願
し
ま
す
。

護
摩
の
願
意
に
つ
い
て

護
摩
の
願
意
は
自
由
で
す
。
眞
観
寺
の
護
摩
は
祈
願
と
滅
罪
の
護
摩
で
す
。
左

の
代
表
的
な
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

・
災
厄
消
除

・
家
内
安
全

や

く

よ

け

・
交
通
安
全
（
記
名
御
守
）

・
身
体
健
全

・
延
命
長
寿

・
商
売
繁
盛

・
身
上
安
全

・
当
病
平
癒

・
傷
病
平
癒

・
心
願
成
就

・
大
願
成
就

・
合
格
成
就

・
学
業
成
就

・
就
職
成
就

・
開
運
満
足

・
工
事
安
全

・
工
場
安
全

・
労
災
絶
滅

・
勝
利
祈
願

・
従
業
員
安
全
・
商
売
繁
盛

・
事
業
繁
栄

・
方

除

・
火

難

除

(

お
願
い
が
か
な

・
御

礼

っ
た
と
き
に)

。

、

護
摩
札
は
一
体
に
付
き
一
願
意
で
す

護
摩
の
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で

な
る
べ
く
十
二
月
二
十
八
日
迄
に
早
め
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

護
摩
祈
願
料
は
三
千
円
で
す
。
祈
願
料
は
申
込
時
だ
け
で
な
く
、
元
旦
に
持
参

さ
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

来
年
の
元
朝
護
摩
か
ら
交
通
安
全
の
記
名
御
守
り
を
従
前
の
三
千
円
に
戻
し
ま

す
。
今
年
の
正
月
は
無
用
の
混
乱
を
招
き
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

尚
、
遠
方
の
方
は
護
摩
札
の
郵
送(

送
料
無
料)

と
併
せ
て
銀
行
振
り
込
み
を
ご
活
用
下
さ
い
。

群
馬
銀
行

行
田
支
店
（
３
７
４
）

普
通
口
座
０
１
７
８
３
３
９

口
座
名
義

シ
ュ
ウ
）
シ
ン
カ
ン
ジ

厄

年

早

見

表

男

性

女

性

前
厄

平
成
５
年
生

平
成
９
年
生

厄

本
厄

平
成
４
年
生

平
成
８
年
生

小

後
厄

平
成
３
年
生

平
成
７
年
生

前
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

51

60

厄

本
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

50

59

大

後
厄

昭
和

年
生

昭
和

年
生

49

58

男
女
大
厄

昭
和

年
生
ま
れ

31



三
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松
枯
れ
防
止
剤
を
樹
幹
注
入
し
ま
す
。

行
田
市
北
部
地
区
で
松
枯
れ
病
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

十
年
近
く
前
は
利
根
川
沿
い
に
松
枯
れ
病
が
流
行
し
、
須
加
の
長
光
寺
の
松

、

。

、

な
ど

多
く
の
木
が
枯
れ
ま
し
た

一
旦
収
束
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
が

今
年
は
館
林
を
起
点
と
し
て
南
下
し
て
き
た
よ
う
で
す
。
眞
観
寺
で
も
不
幸
な

事
に
観
音
堂
前
の
黒
松
が
罹
患
し
、
枯
れ
ま
し
た
。

松
枯
れ
病
の
原
因
は
昭
和
四
十
四
年
ま
で
不
明
で
し
た
。
し
か
し
、
同
年
林

業
試
験
場
九
州
支
所
の
清
原
氏
と
徳
重
氏
に
よ
っ
て
「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
（
松
の
材
線
虫

」
と
い
う
、
全
長
一
㍉
㍍
の
小
さ
な
虫
が
原
因
と
発
見
さ

）

れ
ま
し
た
。
こ
の
線
虫
の
原
産
は
北
米
で
す
。
米
松
の
丸
太
に
紛
れ
て
明
治
以

降
に
日
本
に
来
た
よ
う
で
す
。
目
に
見
え
な
い
大
き
さ
の
線
虫
が
カ
ミ
キ
リ
虫

に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
伝
染
す
る
病
気
で
す
。
線
虫
が
感
染
す
る
と
、
松
の
導

管
（
人
間
で
言
え
ば
血
管
に
相
当
し
ま
す
）
に
気
泡
が
発
生
す
る
等
の
現
象
が

現
れ
、
結
果
と
し
て
水
が
吸
い
上
げ
ら
れ
な
く
な
っ
て
枯
死
に
至
り
ま
す
。

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
昆
虫
に
よ
る
食
害
が
松
枯

れ
病
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
全
国
の
松
林
に
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
で
農
薬
を
散
布
す
る
等
の
対
策
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
根
本
的
な
対

策
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

線
虫
は
健
常
な
松
で
あ
れ
ば
カ
ミ
キ
リ
虫
が
噛
ん
だ
瞬
間
に
松
ヤ
ニ
を
出
し

て
、
線
虫
の
侵
入
を
防
護
す
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
今
年
の
夏
は
梅
雨
明
け

後
一
ヶ
月
近
く
雨
が
降
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
気
温
と
乾
燥
で
水
分
不
足
と
な

っ
た
松
は
、
本
来
の
防
護
能
力
を
失
な
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
り
き
た
り
で
す
が
夏
場
の
乾
燥
が
一
週
間
も
続
く
と
き
は
、
松
に
水
を
遣

る
の
が
松
が
持
っ
て
い
る
防
護
能
力
が
高
ま
り
、
効
果
的
だ
そ
う
で
す
。

と
は
い
え
、
面
積
約
七
千
坪
、
四
十
六
本(

多
分)

の
松
に
灌
水
す
る
の
は
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
松
枯
れ
防
止
の
薬
剤
を
樹
幹
注
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
兼
務

し
て
い
る
西
明
寺
駐
車
場
の
赤
松
（
直
径
約
五
十
㎝
）
も
病
変
で
枯
れ
た
の
で

す
が
、
松
枯
れ
に
気
付
い
た
通
り
す
が
り
の
方
か
ら
松
枯
れ
防
止
剤
を
教
わ
り



四
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ま
し
た
。
薬
剤
名
が
書
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

、「

」

、

私
に
手
渡
し

あ
な
た
な
ら
出
来
る
で
し
ょ
う

と

言
い
残
し
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。

私
は
ど
う
や
ら
住
職
に
は
見
え
な
か
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
前
住
職
は
植
木
の
心
得
が
あ
っ
た
の

で
す
が
…
。
私
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
伐
採
師
で
木

に
は
厳
し
い
は
ず
で
す
。
と
も
あ
れ
、
野
外
で
作
業

が
出
来
る
人
に
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。

教
わ
っ
た
薬
剤
は
外
国
の
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
薬
の
製

品
な
の
で

（
国
内
経
済
が
良
く
な
る
よ
う
に
）
同
様

、

の
効
果
の
あ
る
日
本
の
三
井
化
学
ア
グ
ロ
製
の
薬
剤

を
探
し
ま
し
た
。
試
験
的
に
西
明
寺
の
南
門
の
黒
松

に
注
入
し
ま
し
た
。
右
下
の
写
真
は
注
入
の
様
子
で
す
。
幹
直
径
五
十
セ
ン
チ

で
八
本
必
要
で
し
た
。
一
度
の
注
入
で
五
～
七
年
間
有
効
の
よ
う
で
す
。

幹
の
直
径
に
比
例
し
て
一
本
定
価
三
五
〇
〇
円
の
薬
剤
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
眞
観
寺
に
は
四
十
六
本
の
注
入
対
象
の
松
が
あ
り
、
必
要
数
は
百
五
十
本

に
な
り
ま
す
。
何
と
か
一
本
一
八
〇
〇
円
（
送
料
・
消
費
税
込
）
の
店
を
探
し

て
、
そ
れ
で
も
総
額
と
な
る
と
か
な
り
高
額
な
の
で
逡
巡
し
て
い
ま
し
た
。
す

る
と
、
本
庄
の
寺
院
で
松
五
本
の
救
命
に
三
百
万
円
掛
か
っ
た
話
を
聞
い
て
、

実
行
を
決
断
し
ま
し
た
。
何
故
な
ら
、
救
う
松
の
本
数
は
一
桁
多
く
、
掛
か
る

費
用
は
一
桁
少
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。
も
し
か
す
る
と
通
り
す
が
り
の
親
切
な

方
は
、
観
世
音
菩
薩
が
心
を
向
け
て
遣
わ
し
た
使
者
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

送
迎
の
車
の
中
で

住
職
は
通
夜
と
告
別
式
で
は
送
迎
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
法
要
に
集
中
出

来
る
の
で
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
運
転
さ
れ
る
方
も
緊
張
す
る
で
し
ょ
う
か

ら
、
道
中
、
少
し
話
を
し
ま
す
。



五
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そ
の
中
で
、
来
年
就
職
活
動
を
迎
え
る
若
い
方
に
「
住
職
は
ど
の
く
ら
い
で

お
経
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
社
会

に
出
る
上
で
世
間
や
自
分
に
対
し
色
々
に
不
安
を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の

気
持
ち
を
正
直
に
質
問
で
き
る
の
は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
時
代
の
修
業
を
終
え
て
か
ら
、
父
や
祖
父
と
本
格
的
に
葬
儀
や
法
事
等

の
法
要
で
読
経
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
十
五
年
位
は
か
か
り
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
最
初
は
下
手
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
そ
れ
ほ
ど
上
手
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
慣
れ
た
の
で
、
五
～
六
座
程
読
経
が
連
結
し
て
も
、
変
わ
ら
ず
詠

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
「
般
若
心
経
を
詠
む
会
」
に
で
も
来
て

い
た
だ
け
れ
ば
お
話
致
し
ま
し
ょ
う
。

社
会
に
出
て
み
て
、
先
輩
達
の
慣
れ
に
よ
っ
て
滑
ら
か
に
で
き
て
い
る
様
子

を
見
て
萎
縮
し
て
し
ま
う
の
は
得
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
が
向
上
し

よ
う
と
意
識
を
持
っ
て
経
験
を
積
め
ば
体
得
出
来
る
事
は
意
外
に
多
い
の
で

す
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
車
の
運
転
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
方
が
運
転
で

き
ま
す
し
、
あ
る
程
度
ま
で
は
経
験
を
積
め
ば
上
手
に
な
り
ま
す
。
私
が
免
許

取
り
立
て
の
頃
は
「
一
万
キ
ロ
走
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
道
路
状
況
に
出
会
う

」
と

。

言
わ
れ
ま
し
た
。

何
事
に
も
巧
拙
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
行
う
時
の
意
識
の
持
ち
方
だ
と
思

い
ま
す
。
過
度
の
畏
れ
は
必
要
な
い
と
思
い
ま
す
。
畏
れ
る
よ
り
も
自
信
を
持

っ
て
臨
ん
で
下
さ
い
。
眞
観
寺
観
音
堂
に
は
仏
の
功
徳
の
一
つ
で
あ
る
『
施
無

畏(

畏
れ
を
取
り
除
く

』
の
額
が
あ
り
ま
す
。
考
え
す
ぎ
た
と
き
に
は
思
い

）

出
し
て
下
さ
い
。

「
自
信
を
持
っ
て
」
と
言
わ
れ
て
も
…
…
と
い
う
方
へ

「
自
信
を
持
っ
て
」
と
言
わ
れ
て
も
困
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な

ら
ば
住
職
が
自
信
の
根
拠
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
私
の
大
学
時
代
の
友
人
が
『
エ

ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
世
界
の
最
前
線
で
働
く
選
択
肢

』
と
言
う
本
を
書
き
ま
し

た
。
日
本
で
教
育
を
受
け
学
生
時
代
に
学
ん
だ
学
問
は
必
ず
役
に
立
ち
ま
す
。

特
に
、
そ
の
中
に
日
本
の
英
語
学
習
の
有
効
性
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
世
界
に
踏
み
出
す
皆
さ
ん
に
と
て
も
参
考
に
な
る
事
で
し
ょ
う
。



六
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般
若
心
経
を
詠
む
会
に
講
師
を
招
き
ま
す
。

よ

十
一
月
の
般
若
心
経
を
詠
む
会
で
は
読
経
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し

た
。
今
年
最
後
の
「
般
若
心
経
を
詠
む
会
」
で
は
上
池
守
持
宝
院
の
副
住
職

馬
場
隆
法
師
を
お
招
き
し
、
般
若
心
経
を
伝
授
致
し
ま
す
。

ば
ば
り
ゆ
う
ほ
う

馬
場
隆
法
師
は
京
都
本
山
で
修
行
の
後
、
高
幡
不
動
で
研
鑽
を
積
ん
だ
経
歴

を
持
ち
ま
す
。
当
日
は
高
幡
流
滅
罪
法
要
の
ゆ
っ
く
り
し
た
般
若
心
経
を
教
授

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
大
開
帳
護
摩
に
も
出
仕
さ
れ
た
馬
場
隆
法
師
は
、
元
朝
護
摩
の
祈
願

太
鼓
も
奉
納
致
し
ま
す
。
音
楽
の
感
覚
に
優
れ
た
隆
法
師
の
講
義
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

日
時

十
二
月
十
八
日
（
金
曜
日
）
十
時
～
十
一
時
半

場
所

真
観
寺
客
殿

～
～
～

来
年
の
干
支
に
つ
い
て

～
～
～

来
年
は
申
歳
で
す
。
昔
の
人
は
方
位
に
十
二
支
を
当
て
は
め
て
表
し
ま
し
た
。

さ
る

、

、

左
の
図
の
よ
う
に
申
は
七
時
の
方
角
で

十
二
支
を
八
方
位
に
当
て
は
め
た
の
で

さ
る

申
歳
の
守
り
本
尊
は
奈
良
の
大
仏
様
で
有
名
な
「

」
様
で
す
。

大
日
如
来

だ
い
に
ち
に
よ
ら
い

大
日
如
来
様
は
二
色
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
金
剛
頂
経
が
描
く
世
界

「
金
剛
界

、

曼
荼
羅
の
大
日
如
来

。
も
う
一
つ
は
大
日
経
を
元
に
し
た
「
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の

」

」

。

、

大
日
如
来

で
す

金
剛
界
曼
荼
羅
が
悟
り
に
至
る
人
間
の
精
神
と
思
考
を
表
し

胎
蔵
界
曼
荼
羅
は
全
宇
宙
を
表
し
ま
す
。
読
経
中
に
「
南
無
両
部
界
会
」
と
お
唱

え
す
る
の
は
金
剛
界
と
胎
蔵
界
の
両
方
の
全
て
の
仏
様
に
帰
依
し
ま
す
。
と
い
う

意
味
で
す
。
写
真
の
大
日
如
来
は
観
音
堂
前
の
大
日
如
来
で
す
。
金
剛
界
の
大
日

如
来
で
、
左
手
の
人
差
し
指
を

右
手
で
握
る

「
智
拳
印
」

を
結
ん
で
い

ま
す
。

未年の守り本尊

「大日如来」観音堂前の八体佛


